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文部科学省「教育の情報化に関する手引き（追補版）令和２年６月」より



学校図書館や公共図書館、コンピュータなどを活用して、情報の収
集やまとめなどを行うようにすること。また、全ての学年において、
地図帳を活用すること。

社会科におけるICTの活用

情報の収集、処理や発表などに当たっては、学校図書館や地域の公
共施設などを活用するとともに、コンピュータや情報通信ネットワー
クなどの情報手段を積極的に活用し、指導に生かすことで、生徒が主
体的に調べ分かろうとして学習に取り組めるようにすること。その際、
課題の追究や解決の見通しをもって生徒が主体的に情報手段を活用で
きるようにするとともに、情報モラルの指導にも留意すること。

（中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 社会編 p.177）

（小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 社会編 p.143）



社会科における学習過程のイメージ

課題把握 課題追究

課題解決 新たな課題

動機付け 方向付け 情報収集 考察・構想

まとめ 振り返り

• 学習課題を設定
する。

• 課題意識を醸成
する。

• 課題解決の見
通しをもつ。

• 予想や仮説の
検証に向けて
調べる。

• 社会的事象の意味や意義、相
互の関連を考察する。

• 社会に見られる課題を把握し
て解決に向けて構想する。

• 考察したことや構想し
たことをまとめる。

• 学習を振り返って考
察する。



社会科におけるICTの活用の様子

協働学習支援ツール等を
用いて考察

社会で働く人々とオンライン
で対話

蓄積した学びをアプリを
用いて表現

家庭で調べてきた情報を
説明

思考ツールを用い
て思考の整理

インターネットを用い
て情報収集

大型提示装置でプレゼン



大型提示装置でプレゼンテーション

＜活用時のポイント＞

• 資料や画像を焦点化し

て提示する。

• 児童生徒の気付き、疑

問を最大限に生かす。

• 情報量の多いスライド

を作り込まない。



協働学習支援ツール等を用いて考察

＜活用時のポイント＞

• 複数の資料の比較・関

連・総合を図る。

• 児童生徒が自ら資料を

選択できるようにする。

• 事実の読み取りと学習

課題への考察を明確に

する。



思考ツール等を用いて情報や思考を整理

＜活用時のポイント＞

• 児童生徒自身が視点を立てて情報や

考えを整理する。

• 資料等から読み取ったことを整理する

場合と考察したことを整理する場合を

区別する。



インターネットを用いて情報収集

＜活用時のポイント＞

• 教師が学習課題に関連するWebサイ

トをあらかじめ調べておき、学習の中で

活用できるようにしておく。

• 情報の出典を確認し、客観性の高い

情報を扱う。

• 著作権の取り扱いや情報モラルを確実

に理解しておく。



蓄積した学びをアプリ等を用いて表現

＜活用時のポイント＞

• 単元で学習したことを基に、見方・考え

方を働かせられるようにする。

• 単位時間当たりの学習のまとめを同一

の様式で進める。



社会で働く人々とオンラインで対話

＜活用時のポイント＞

• 説明を聞いて話し合うなど、一人一人

の児童生徒が対話的な学びを進めら

れる工夫をする。

• あらかじめやり取りをする方と打ち合わ

せを行い、対話のポイントを共通理解し

ておく。



家庭や地域で調べてきたことを交流

＜活用時のポイント＞

• 新しく学習する内容について、事前に

調べた内容をICT端末に保存しておく。

• 単元を通じて考えてきたことを発展させ

て、家庭や地域の中で実践するなどし

た様子について、教科等横断的に話し

合う場を位置付ける。



一覧表示で考えの共有 共有機能を用いて共同追究

• 仲間とともに共通の課
題に向けて、ICT端末の
画面を共有しながら共
同編集する。

• 仲間が気付いたことや
考えたこと、問い（なぜ、

どうしたら）と比べる。



指導援助と価値付け

• ICT端末で子ども一人一人

の実態を把握する。

• 子どもの考えのよさの価値

付けや、困っている子ども

への指導・援助を行う。



アンケート機能で調査 小テストの実施

＜活用時のポイント＞
• アンケート機能を
用いて、既習内容
に関する知識等を
確認する。

＜活用時のポイント＞
• 単元に関する意識や身
近な生活との関連につ
いて調査する。



共有フォルダ等の活用

＜活用時のポイント＞
• 児童生徒が学習課題の追究に活
用できる資料やWebサイトなど
のURLを保存しておく。

• 単元において活用する資料や動
画、児童生徒が学びの調整等に
活用するワークシートなどを共
有フォルダに保存し、いつでも、
誰でも活用できるようにしてお
く。



 ICTを活用するために、教師の指示ばかりにならないこと。

児童生徒が自らの選択によって活用できるようにすること。

 ICTを用いた活動のみが学習の中心とならないこと。

個々の学習状況を見取り、適切に支援すること。

 ICTの活用の仕方のみにとどまらず、学びの在り方そのも

のから授業改善を図るようにすること。

【ICTを活用する際の注意点】



ICTの効果的な活用

児童生徒の学び

その子らしさが溢れる活用

教師の指導・援助

その子に力を付ける活用

ICTを使うと、
学びが深まる、力が付く、学ぶことが楽しい

「学ぶ喜び」



社会科の授業づくり〜問題解決的な学習〜

岐阜県教育委員会


